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一
　
くずし字を楽しく学ぶための教材
　
まず、⑴のくずし字をご覧頂きたい。見紛うことなき定
家様である。　
⑴
　
では、 何と書いてあるだろうか。少々面白い内容なので、
もしよろしければ、翻字に挑戦して頂きたい。　
先ほどの⑴を翻字すると、次のようになる。
　
⑵
乎止己徒天日記徒天乃遠志天留良之以志也无和太之毛志天美与川止をとこつて日記つてのをしてるらしいしやむ（ん）わたしも
 
してみよつと
研究余滴
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―
 第二言語習得理論を参考に『定家本
　
○○』を作成する
 ―
福
　
嶋
　
健
　
伸
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男って日記ってのをしてるらしいじゃん。私もしてみよ と
　
つまり、⑴は、現代日本語の文章を「定家様」にしたも
のなのである。このような、 「現代日本語をくずし字にした教材」であれば、学習者も楽しく学べるようである。　
本稿では、このような教材を開発した背景と、その特長
や広がりについて述べたい。　
二
　
英語は読めるが日本語は読めない
　
果たして、くずし字を読める人は、日本にどれだけいる
のだろうか。もちろん、 「きそば」 「すし」 「 （御）てもと」程度であれば問題なかろう 、ある程度まとまった文章を楽しめる人間となると、かなり限られてくるだろう。明治以前の知識人であるならばいざ知らず、今日では、研究者であっても、くずし字解読は難しくなって 。寺社に赴き、資料調査できるレベルの研究者となると、人材豊富とは言いがたいと思う。まして大学生では 国文学等を専門としている学生であっても、 「くず 字は、 むしろ苦手」
という学生の方が多い。はっきり言ってしまえば、大多数の日本人にとっては、くずし字文献は、英語文献よりも難しいのである。 中央線や山の手線の中でも、 英語のペーパーバックを読んでいる人は見かけるが、くずし字文献を読んでいる人はこれまで 見たことがない。　
果たしてこのままでよいのだろうか
（注一）
。
　
我が国には、豊富なくずし字資料があるが、手つかずの
ものも多い。このままくずし字離れが進むと、極論をいえば、資料の劣化とともに、日本の文化や歴史に関する貴重な情報が失われてしまう可能性さえある。　
また、そこまで極端に考えずとも、日本にいて日本語の
資料が楽しめないというのは、何とももった ない話である。誤解の いように申し添えるが、もちろ 英語教育を行うなと言いたいわけではな 。 「英語文献も めるが、くずし字文献も、ある程度 楽 める（少なくと 全く読めないわけではな ） 」とい 方向を模索す べきではないかと主張 たいのである。　
筆者の立場としては、せめて、国文学・国語学・史学等
を専門としている学生に 、くずし字をある程度は楽め能力を身に付けさせてあげたいと思う これから 国際人の教養として、自国の文化について知って ると うことは重要だと思われる らであり、また 何より、くずし字
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には、翻刻されたものからは感じることのできない、 （生涯の趣味とするに足る）独特の魅力があると思われるからである。加えて、研究者養成という観点からみても、くずし字文献を楽しめる人口が増えれば、結果的に、歴史的な文献を調査できる研究者の数も増えると考えられる。　
では、学生に、くずし字を楽める能力を身に付けてもら
うには、どうすればよいのか。
三
　
従来のくずし字教材の難しさ
　　　　　
―
 翻字しても面白くない
 ―
　
市販されているくずし字の教材には 優れたものが数多
くある。しかし、それにもかかわらず、 「くず 字は、む
しろ苦手」という大学生は多い。それはなぜだろうか。　
筆者は、既存の教材が暗黙の前提としている「 （翻字す
れば）学生は古文が読める」という点に難しさがあるよに思う。　
既存のくずし字教材は、当然のことながら、 「実存する
実際の資料」を教材としている。このこ 、あまりに当たり前で、これまで議論されるこ はなかったように思うが、くずし文献は「昔の人の書いた文章」なのである。　
次の⑶を見てもらいたい。 『平家物語』の「祇王」 一
場面で、下座に祇王御前がいるのを見た、仏御前の発話である。
　
⑶
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この文を学生が正しく翻字すると次のようになる。
　
⑷
安連者以可尓
　
日比女左礼奴登己呂
天毛左不良八ゝ己曽
　
是部女左礼左不良部可之
あれはいかに
　
日比めされぬところ
てもさふらはゝこそ
　
是へめされさふらへかし
あれはいかに、日比召されぬところでもさぶらはばこそ、 是へ召されさぶらへかし。
　
高校までの古文文法をマスターしていれば、 章の
意味は概ねすぐに分かるだろう。しかし、実際には、古文文法を、このレベルでマスターしている学生はさほど多くはない。よって、正しく翻字できたとしても、翻字した文章の意味がよく分からず、結局、 「翻字 面白くない」ということになってしまう。　
つまり、次に示すように、くずし字を翻字して意味を把
握する作業は、事実上、 「古文読解」とセットになっている作業なのである。
　
⑸
　
くずし字の翻字＋古文読解→意味の把握
　　
K
rashen &
 T
errell （
1983 ）の第二言語習得理論のイン
プット仮説等の考え方を参考にして考えると、 「古文読解」という作業が入っている点において、 「ｉ＋１」 、 つまり、 「既習のもの＋新たに学習するもの一つ」になっていないのである
（注二）
。
　
より効果的なくずし字学習のためには、 「ｉ＋１」とな
る⑹のような教材が必要といえる。　
⑹
　
くずし字の翻字→意味の把握
　「くずし字を翻字すれば、すぐに理解可能な（面白い）文章が現れる」という教材であれば、学習者はくずし字の翻字そのもの（＋１の部分）に集中できるというわけである。
四
　
本稿の提案する教材、
　　
及びその特長と応用の可能性
　
くずし字の翻字そのものに集中できる教材は、本稿冒頭
⑴に示した通りである。 「くずし字であ が、内容は現代
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日本語」というものであり、翻字すると、分かりやすい文章が出てくるので、学習者は、くずし字の学習のみに集中できる。　
さらに本節では、 本教材の特長（四・一節）と広がり（四・
二節）について述べたい。　
四 ・ 一
　
手書き字体の多様性を細部まで再現できる
　
本教材は、いわゆる変体仮名フォントを使用せず、実存
する資料（冒頭の例でいえば、 『定家本
　
土佐日記』 ）にみ
られる文字を使用している。このような方法を用いることで、手書きの字体の多様性を細部まで再現するこ に成功している。　
当然のことであるが、同じ文字でも、書き手によってそ
の形は大きく異なる。さらにいえば、 書き手を同じくする、同一資料中の同一字母であっても、形や大きさ バリエーションが生じることは決して珍しいことではない 変体仮名フォントによる教材 は、どうし 画一的になってしまい、このような手書きの字体の多様性 細部まで再現することが難しい。この点において 本教材の考え方は 現存する変体仮名フォントと 、一線を画 ものである
（注三）
。
　
実際の資料（例えば、定家本）に挑戦する際には 本教
材（冒頭⑴のような定家様バージョン）で学んだ方が能率的であるのは言うまでもない。　
四 ・ 二
　
幅広く応用できる
　　
本教材の考え方を用いれば、興味に応じて、ありとあら
ゆるものに応用することができる。　
例えば、 『平家物語』 、現代の若者言葉風に意訳し、
それを『高野本
　
平家物語』の字体で表したとする。具体
例を示すと、 まず、 次の⑺を⑻のようにするわけである（⑺は、先の⑶⑷で見た仏御前の台詞である。⑻は、意図的に、かなり軽い感じにな よう 意訳している） 。　
⑺
 
あれはいかに、日比召されぬところでもさぶらはばこそ、是へ召されさぶらへかし。
　
⑻
 
いやいやいやいや。普段上座によば ていないっていうのならともかく、 いつも上座に座っ た方じゃありませんか。ここへ祇王 まをおよび下さいよ。
　
その後、この⑻を『高野本
　
平家物語』の字体で表す。
すると⑼のようになる。
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⑼
　
いきなり⑶のような教材で学習すると、どうしても、く
ずし字への拒否反応が起こりやすくなる。それに比べ、この⑼のような教材であれば、そのような（初期的な）拒否反応を防ぎやすいと思う。また、このよう 教材を用いれば、くずし字だけではなく、 『平家物語』のストーリーを現代日本語で学ぶことができる このような教材で、くずし字と『平家物語』のストーリーを学んだ後であれば、 『高野本
　
平家物語』そのものに挑戦するハードルも、かなり
低いものになるだろう。　
さらにいえば、古文にこだわる必要も い。
　
例えば、次の定家様を読んで頂けるだろうか。
　
⑽
　
この⑽を翻字すると次のようになる。
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⑾
保具波卅七左以天曽乃止幾保宇以武久七四七乃志以止尓寿王徒帝以堂ほくは卅七さいてそのときほういむ（ん）く七四七のしいとにすわつていた僕は三十七歳で、そのときボーイング７４７のシートに座っていた。
　
ご存じ、 『ノルウェイの森』の冒頭部分である。このよ
うにすれば、 『定家本
　
ノルウェイの森』のできあがりで
ある
（注四）
。
　
長編小説にこだわる必要もなく『定家本
　
アメリカン・
ショートジョーク』等のようなものでも面白い教材になると思う。　
もちろん、定家様でなくともよい。近年『
O
N
E
 P
IE
C
E
』
（集英社）という漫画が広く読まれているが、この物語の主人公の台詞を『正徹本
　
徒然草』の字体で表現する
と、次のようになる（ 「海賊王におれはなるっ」という第六十一巻の台詞である。なお、感嘆符等は省略している） 。　
⑿
　
このようなくずし字を適切な吹き出しに当てはめていけ
ば、 『正徹本
　
O
N
E
 P
IE
C
E
』になるというわけである（ど
の教材にもいえることだが、教材化の際には、仮名遣いや漢字表記 文字の大きさ等ルールを明確にしておいた方がよいだろう。今回は、本教材の多様性を示すために 敢えて様々なバリエーションを示している） 。　
教材化の際には著作権の問題があるので注意する必要が
あるが、 本教材の考え方が様々なことに応用できるこ は、示し得たと思われる。　
くずし字を読める人口が減ってきているとはいえ、くず
し字に対する興味が完全に失われたというわけではないようである。書店によっ は、 「古文書が読めるフェア」等が催されていることなどもその証拠とい よう
（注五）
。読めるよ
うになりたいという欲求はあるのである。本教材のような
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アイディアを用いることで、くずし字が、現代人にとって、より身近なものになればと考えている。
五
　
メタ日本語学 （メタ言語学） の一環として
　
本稿では、 「くずし字を楽しく学ぶための教材（くずし
字の学習が「ｉ＋１」の「＋１」にな 教材） 」を紹介した。くずし字学習は、歴史的な日本語を扱う学問では最大の障壁の一つであったが、本教材により、多少なりとも状況を改善できればと思っている。　
筆者の専門は、日 語学（言語学）である。日本語学の
研究論文は数多 あるものの、一方で、 「日本語学 学問する」 という視点からの研究はさほど多くはない。しかし、より良い研究を行うためには、 「日本語学を学問する」という、メタ日本語学（メタ言語学）的な視点が重要であと思われる。　
メタ日本語学（メタ言語学） 対象としては、具体
的には、 「より公正な学会誌査読システムの模索（福嶋二〇一四） 」 「 能率的な英語論文の執筆方法 模索（福嶋二〇一 ・漆田
他
二〇一二・小野
他
二〇一三） 」 「より効
果的な日本語学教育の模索」 「より効果的な学術雑誌への投稿論文執筆方法の模索（レフリーとのやりとりや、不採
用通知を受け取った後の対応等も含む） 」 「より能率的で手堅い調査方法の模索」等が上げられる。本稿は、 「より効果的な日本語学教育の模索」 一環として位置付けられるものと考えている。　
今後、メタ日本語学（メタ言語学）の観点から、くずし
字教材のさらなる紹介や、このような教材を用いた授業の実践報告等を行って きたいと思う。注（一）
 中野 （二〇一一） は、 近代化前後の状況を踏まえた上で、 「和本リテラシー」という言葉を用いて、本節で問題としていることをより詳しく論じている（同書には、非常に重要な提言が含まれていると思われる） 。
（二）
 厳密にいえば、本稿でいう「ｉ＋１」と、
K
rashen &
 
T
errell （
1983 ）等の第二言語習得理論でいう「ｉ＋１」
には、いくつかの相違点がある。例えば、本稿でいう「ｉ＋１」の「＋１」は、言語習得の自然順序（
N
atural 
O
rder ）に従った「＋１」という意味ではない
( 本稿では、
自然順序仮説（
N
atural O
rder H
ypothesis ）に関与しな
い言語学習を考えている） 。くずし字学習を目的とする本稿と、 第二言語習得を論じる
K
rashen &
 T
errell （
1983 ）
等では、重なる部分も多いが 当然、重ならない部分も
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ある。 「ｉ＋１」等の概念の異なりも、その違いを反映してい といえる（第二言語習得理論を、そのまま、くずし字学習に当てはめている ではなく、両者の異同を考慮して応用しているとお考え頂きたい） 。
（三）
 誤解のないように申し添えるが「変体仮名をケータイのフォントへ（中野二〇一一：一三） 」という方向でのアイディアを否定しているわけではない。言うまでもないことだが、若者の持つ道具に着目すると う視点は大切だと思われる。
（四）
 ここでいう『定家本
　
○○』 （例えば、 『定家本
　
ノルウェ
イの森』 ）の「定家本」とは、くず 字に定家様を使用しているという意味であり、学術的な意味での「定家本」とは異なるもの ある。後述する『正徹本
　
○○』の「正
徹本」も同様 意味合 で使用している。
（五）
 複数の書店で開催されているイベントであ その中の一例であるが、次のところで情報を確認できる。
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資料『土佐日記』育徳財団（尊経閣叢刊）
　
※本稿では『定家本
　
土佐日記』と表記している。
『高野本
　
平家物語』笠間書院（笠間影印叢刊）
『平家物語』岩波書店（新日本古典文学大系）『徒然草』笠間書院（笠間影印叢刊）※本稿では『正徹本
　
徒
然草』と表記している。
『ノルウェイの森』講談社『
O
N
E
 P
IE
C
E
』 （第六十一巻）集英社
付記：
 本稿に記載された内容は、 「実践女子学園知的財産等に関する規程」に基づく本学園の審議を経て、職務発明として既に特許出願しているも の一部であ（ふくしま
　
たけのぶ・実践女子大学文学部准教授）
